
令和6年度 第1回 「部局・分野横断技術交流会」
やってみよう！機械学習・画像認識＠スマート農業

-ディープラーニングツールによるイチゴ病害⾍被害診断を例として-

令和6年10⽉24⽇(⽊) 10:45〜16:00

【⽬ 的】
コーディネーター：北⽅⽣物圏フィールド科学センター，

福井 信⼀，佐藤 浩幸，伊藤 欣也，増茂 弘規
昨今のICT技術の進展により，AI技術の裏側を知らなくても，機械
学習を実応⽤⼿段として，各位の職務に取り込める環境は整いつつ
あります。ChatGPTなどの⽣成系AIもその⼀例ですが，対話式のブ
ラックボックスツールともいえ，まだ汎⽤性のあるツールとは⾔い
切れません。本企画では，対象物に対し，より直接的に機械学習を
適⽤できるディープラーニングツール（Neura l Network Conso le
（Sony社製）を使⽤。）を取り上げ，ハンズオン課題として，ツー
ルを使⽤した画像識別によるイチゴ病害⾍被害診断を試みる。

【実 習】
講 師：ソニーネットワークコミュニケーションズ

株式会社 松原 雅信 ⽒
⼆値分類について，プログラミング経験の有無によらず画像認識問
題を解決するためのディープラーニングツールのうち，Neura l
Network Conso leを使⽤したハンズオン形式の研修をしました。ま
た，ハンズオン研修後，今回の企画テーマに関連した，できるだけ
幅広い内容で意⾒交換を⾏い，技術⽀援や職務応⽤等の可能性を議
論しました。
本技術交流会に参加した受講者からは「内容についていくのは⼤変
だったが，AIの可能性について考えさせられた」，「ディープラー
ニングツールを使⽤すると，プログラミング⾔語で直接記載するよ
りも視覚的な理解がしやすい」等の意⾒があり，本事業の⽬的に寄
与できたことがうかがえました。
本研修は北⼤時報令和６年1２⽉号（全学ニュースP１９）に掲載さ
れました。
参加者：受講者1３名 （コーディネーターを除く）

Zoomによるオンライン形式で，参加者の職場において開催しました。

情 報 交 換 会 の 様 ⼦モ デ ル 設 計 の 違 い で 画 像 識 別 の
精 度 が 変 わ る 旨 の 説 明

午 前 中 の 講 義 の 様 ⼦

共催：北海道⼤学スマート農業教育拠点
https://smart012.wixs i te .com/webs i te

CoSMOS で は ， 技 術 職 員 が ⾃ ら 企 画 ， 運 営 ， 講 師 を 担 い ， 各 ⾃ の 持 つ
スキルの継承・伝達・強化を図るとともに，異分野交流による技術職員同⼠の全
学的な⼈材交流・技術情報交流・技術強化を⽬的とした技術交流会企画コーディ
ネーターを募集しています。詳細はHPでご確認ください。

企画フォローアップはマルチスキル⼈材育成プロジェクト担当が⾏っております。
CoSMOS HP https: / /cosmos.g fc .hokuda i .ac . jp/

研究⽀援⼈材育成プログラム実施専⾨部会
マルチスキル⼈材育成プロジェクト
実施専⾨部会⻑：岡 征⼦ 創成研究機構

担 当 ：⾼塚 徹 低温科学研究所
委 員 ：佐藤 浩幸 北⽅⽣物圏フィールド科学センター
委 員 ：遠藤 礼暁 電⼦科学研究所
委 員 ：佐藤 陽亮 低温科学研究所


